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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第60期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 4,964,823 21,747,338

経常利益（千円） 265,175 464,578

四半期（当期）純利益（千円） 221,144 302,883

純資産額（千円） 15,996,255 15,801,476

総資産額（千円） 27,167,727 27,496,885

１株当たり純資産額（円） 376.03 371.43

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
5.20 7.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 58.9 57.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
890,828 1,047,158

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
45,942 △2,212

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△388,828 △324,628

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,179,576 2,634,847

従業員数（人） 522 508

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 522  

　（注）従業員数は、就業人員数を表示しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 283  

　（注）従業員数は、就業人員数（当社から社外への出向者19名を除く）を表示しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

建設機械 4,754,060

産業機械 6,665

その他 8,157

合計 4,768,883

　（注）１．金額は、売価換算額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当企業グループ製品のほとんどが見込生産であるため、受注状況の記載は省略しております。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

建設機械 4,868,043

産業機械 21,465

その他 75,315

合計 4,964,823

EDINET提出書類

酒井重工業株式会社(E01610)

四半期報告書

 4/23



２【経営上の重要な契約等】

　　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当企業グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間における当企業グループを取り囲む事業環境は、国内では道路特定財源の暫定税率期

限切れに伴う道路整備事業の停滞、海外では資源産出国を中心とした新興国における旺盛なインフラ整備事業が進

む一方、北米においては住宅建設投資縮小に伴う需要停滞が続きました。

　このような情勢の下で当企業グループでは、国内事業の安定化と更なる海外事業の拡大方針に基づく事業展開を

進めました結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は4,964,823千円となりました。

　国内売上高につきましては、道路整備事業の一時的発注凍結によりローラ需要で停滞が見られましたものの、道路

維持補修機械の拡販によりこれをカバーし、1,584,237千円となりました。

　海外売上高につきましては、新興国を中心に販売活動を積極的に強化し、拡販して参りました結果、3,380,585千円

となりました。

　その内訳は、北米向け売上高が977,397千円、アジア向けではインドネシア、ベトナム、タイなどで1,196,134千円、中

近東・ロシアＣＩＳ市場向けは、ロシア、サウジアラビアなどで909,900千円、その他海外市場向けは297,153千円と

なりました。

　利益面につきましては、経常利益で265,175千円、四半期純利益で221,144千円となりました。

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

日本

　日本は、厳しい環境ながら国内売上で微増を確保し、更に海外輸出及び三国間貿易を拡大させました結果、日本の

総売上高は3,762,425千円、営業利益は42,280千円となりました。

海外

　米国は、米国拠点の総売上高は955,038千円で、生産体制の合理化を徹底致しました結果、営業利益は87,581千円と

なりました。インドネシアは、資源開発等によるローラ需要の増加が維持され、新興国需要に対する供給力を拡大し

たことにより、インドネシアの総売上高は1,192,553千円、営業利益は118,534千円となりました。中国は、前連結会計

年度に引き続き、市場開拓を進めました結果、中国の総売上高は322,767千円、営業利益は6,884千円となりました。

　

財政状態の分析は、次のとおりであります。

　当第1四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比べ329,157千円減少し、27,167,727千円と

なりました。

　流動資産につきましては、現金及び預金が747,101千円増加、たな卸資産が386,723千円増加し、売掛金、受取手形が

1,411,099千円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ404,690千円減少し、18,238,277千円となりました。

　固定資産につきましては、投資有価証券が182,714千円増加し、有形固定資産が154,263千円減少したこと等により、

前連結会計年度末に比べ75,533千円増加し、8,929,450千円となりました。

　流動負債につきましては、短期借入金が220,949千円減少し、未払金が111,201千円減少したこと等により、前連結会

計年度末に比べ655,780千円減少し、8,991,642千円となりました、

　固定負債につきましては、繰延税金負債が88,513千円増加し、長期借入金が42,403千円増加したこと等により、前連

結会計年度末に比べ131,844千円増加し、2,179,829千円となりました。

　純資産につきましては、利益剰余金が92,823千円増加し、その他有価証券評価差額金が131,518千円増加したこと等

により、前連結会計年度末に比べ194,778千円増加し、15,996,255千円となりました。これらの結果、自己資本比率は前

連結会計年度末に比べ1.5ポイント増加し、58.9％となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、売上債権の減少による収

入やたな卸資産の増加による支出、仕入債務の減少による支出等により、前連結会計年度末に比べ544,728千円増加

し、当第１四半期連結会計期間末には3,179,576千円（前連結会計年度比20.7%増）となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、890,828千円であります。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益240,071千円や売上債権の減少による収入1,409,061千円、たな卸資産の増加

による支出344,858千円及び減価償却費等の非資金的損益項目を反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果増加した資金は、45,942千円であります。

　これは主に、投資有価証券の売却による収入136,252千円と有形固定資産の取得による支出30,964千円、無形固定資

産の取得による支出64,068千円を反映したものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、388,828千円であります。

　これは主に、短期借入金の減少による支出262,961千円と親会社による配当金の支払額106,309千円を反映したもの

であります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、169,886千円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 149,900,000

計 149,900,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 42,620,172 同左
東京証券取引所

（市場第一部）
－

計 42,620,172 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～
平成20年６月30日 － 42,620 － 3,115,199 － 6,584,217

（５）【大株主の状況】

　　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

　ん。

EDINET提出書類

酒井重工業株式会社(E01610)

四半期報告書

 8/23



（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　 96,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  42,006,000 42,006 －

単元未満株式 普通株式　   518,172 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 42,620,172 － －

総株主の議決権 － 42,006 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株（議決権の数5個）が含まれてお

ります。

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

酒井重工業株式会社
港区芝大門１－４－

８
96,000 － 96,000 0.23

計 － 96,000 － 96,000 0.23

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高（円） 195 260 268

最低（円） 170 182 218

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。

　　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　　第60期連結会計年度　　　　　　　　監査法人トーマツ

　　第61期第１四半期連結累計期間　　　あらた監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,274,443 2,527,341

受取手形及び売掛金 6,055,736 7,466,835

有価証券 － 202,373

商品 1,098,096 1,630,648

製品 2,218,869 1,879,251

原材料 3,427,079 2,925,628

仕掛品 1,523,950 1,445,744

その他 651,679 579,830

貸倒引当金 △11,578 △14,685

流動資産合計 18,238,277 18,642,968

固定資産

有形固定資産 ※
 3,860,488

※
 4,014,752

無形固定資産 219,024 235,126

投資その他の資産

投資有価証券 3,419,650 3,236,935

長期貸付金 10,678 11,400

繰延税金資産 5,323 46,964

その他 1,461,814 1,357,107

貸倒引当金 △47,530 △48,371

投資その他の資産合計 4,849,937 4,604,037

固定資産合計 8,929,450 8,853,916

資産合計 27,167,727 27,496,885

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,999,903 5,108,304

短期借入金 2,910,874 3,131,823

未払法人税等 62,324 121,577

引当金 49,365 67,000

その他 969,174 1,218,717

流動負債合計 8,991,642 9,647,422

固定負債

長期借入金 1,390,855 1,348,451

引当金 484,311 550,321

その他 304,662 149,212

固定負債合計 2,179,829 2,047,985

負債合計 11,171,472 11,695,408
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 3,115,199 3,115,199

資本剰余金 6,361,142 6,361,142

利益剰余金 6,152,732 6,059,908

自己株式 △30,147 △29,262

株主資本合計 15,598,926 15,506,987

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 631,902 500,384

為替換算調整勘定 △241,993 △212,899

評価・換算差額等合計 389,909 287,485

少数株主持分 7,420 7,003

純資産合計 15,996,255 15,801,476

負債純資産合計 27,167,727 27,496,885
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 4,964,823

売上原価 3,593,274

売上総利益 1,371,548

販売費及び一般管理費

運搬費 110,059

給料及び賞与 431,211

技術研究費 169,886

その他 365,730

販売費及び一般管理費合計 1,076,887

営業利益 294,661

営業外収益

受取利息 6,082

受取配当金 29,218

その他 12,323

営業外収益合計 47,624

営業外費用

支払利息 45,248

その他 31,861

営業外費用合計 77,110

経常利益 265,175

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,948

固定資産売却益 1,528

製品保証引当金戻入額 7,000

投資有価証券売却益 98,872

特別利益合計 111,348

特別損失

固定資産処分損 22

たな卸資産評価損 136,430

特別損失合計 136,452

税金等調整前四半期純利益 240,071

法人税等 18,066

少数株主利益 861

四半期純利益 221,144
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　 至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 240,071

減価償却費 89,043

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,948

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2,365

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,106

受取利息及び受取配当金 △35,301

支払利息 45,248

固定資産売却損益（△は益） △1,528

投資有価証券売却損益（△は益） △98,872

たな卸資産評価損 136,430

売上債権の増減額（△は増加） 1,409,061

たな卸資産の増減額（△は増加） △344,858

仕入債務の増減額（△は減少） △184,246

未払費用の増減額（△は減少） △99,439

その他 △147,510

小計 1,008,622

利息及び配当金の受取額 29,196

利息の支払額 △50,452

法人税等の支払額 △96,538

営業活動によるキャッシュ・フロー 890,828

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △30,964

有形固定資産の売却による収入 4,000

無形固定資産の取得による支出 △64,068

投資有価証券の売却による収入 136,252

貸付けによる支出 △500

貸付金の回収による収入 1,221

投資活動によるキャッシュ・フロー 45,942

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △262,961

長期借入金の返済による支出 △18,672

自己株式の取得による支出 △885

配当金の支払額 △106,309

財務活動によるキャッシュ・フロー △388,828

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 544,728

現金及び現金同等物の期首残高 2,634,847

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,179,576
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更

　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として総平均法に

よる原価法によっておりましたが、当

第１四半期連結会計期間より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」（企業会

計基準第９号　平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、主として総平

均法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）により算定しておりま

す。

　　これにより、税金等調整前四半期純利

益は136,430千円減少しております。

（2）「連結財務諸表作成における在外子

会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「連

結財務諸表作成における在外子会社の

会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第18号　平成18年５月17

日）を適用し、連結決算上必要な修正

を行っております。

　　また、この修正において、当第１四半期

連結会計期間期首の利益剰余金が

22,010千円減少しております。

　　これによる損益に与える影響及びセグ

メントに与える影響は軽微でありま

す。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等が前連結会計年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前連

結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸

倒見積高を算定しております。

２．たな卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末のたな卸高

の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前

連結会計年度末の実地たな卸高を基礎とし

て合理的な方法により算定する方法によっ

ております。

３．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

４．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化

が認められた場合に、前連結会計年度決算

において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によって

おります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結

会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含め

て表示しております。

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、耐

用年数を３～11年としておりましたが、当第１四半期連結

会計期間より法人税法の改正を契機とし見直しを行い、３

～10年に変更しました。

　これによる損益に与える影響及びセグメントに与える影

響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、8,164,768千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、8,144,010千円であ

ります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定 3,274,443

預入期間が３か月を超える定期預金 △94,867

現金及び現金同等物 3,179,576

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  42,620千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  100千株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 106,309 2.5  平成20年３月31日  平成20年６月30日
利益剰余

金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　事業の種類としてロードローラを中心とする土木建設機械を製造、販売する建設機械事業、散水車等を販売する産業

機械事業及びその他の事業からなっており、当第１四半期連結累計期間については、全セグメントの売上高の合計及び

営業利益の金額の合計額に占める建設機械の割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載

を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　
日本
（千円）

米国
（千円）

インドネシア

（千円）
中国
（千円）

計（千円）
消去又は
全社

（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 3,541,009 946,686 391,216 85,911 4,964,823 － 4,964,823

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
221,416 8,351 801,337 236,855 1,267,960 (1,267,960) －

計 3,762,425 955,038 1,192,553 322,767 6,232,784 (1,267,960) 4,964,823

営業利益 42,280 87,581 118,534 6,884 255,280 39,381 294,661

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　 アジア 北米
中近東・
ロシアＣＩＳ

その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,196,134 977,397 909,900 297,153 3,380,585

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 4,964,823

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に

占める割合（％）
24.1 19.7 18.3 6.0 68.1

　（注）１．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（連結会社間の内部売上高を除

く）であります。

２．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域。

(1)国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

(2)各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

ア　ジ　ア　………　インドネシア、タイ、ベトナム、中国

北　　　米　………　アメリカ

中近東・ロシアＣＩＳ　………　サウジアラビア、ロシア

その他の地域………　オーストラリア、ニュージーランド
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に

比べて著しい変動が認められます。

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照

表計上額（千円）
差額（千円）

(1）株式 1,386,212 2,472,624 1,086,412

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 299,518 295,414 △4,104

その他 200,000 174,912 △25,088

(3）その他 － － －

合計 1,885,730 2,942,950 1,057,219

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

全額ヘッジ会計を適用しているため、記載すべき該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 376.03円 １株当たり純資産額 371.43円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 221,144

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 221,144

期中平均株式数（千株） 42,521
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（重要な後発事象）

 　該当事項はありません。

（リース取引関係）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月14日

酒井重工業株式会社

取　締　役　会　御　中

あらた監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　義昭　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 堀江　正樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている酒井重工業株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、酒井重工業株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、会社は、当第1四半期連結累計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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